
年間授業計画

三宅高等学校 令和５年度 教科： 国語 科目： 現代文Ｂ 年間授業計画

教　　　科：国語 科　　　目：現代文Ｂ 単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年Ｋ組～Ｆ組　

教科担当者：坂田　和紀

使用教科書：（精選現代文Ｂ 改訂版（三省堂））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（最新国語便覧（浜島書店）三訂版大学入試漢字ＴＯＰ２０００（いいずな書店））　

科目 現代文Ｂ 評価の観点・方法
配当
時数

評論「虚ろなまなざし」① ・一枚の写真とそれを巡るできごとに対する筆者の問題意識を把握しながら文
章を読む。

・難民の子どもの虚ろなまなざしに私たちが耐えがたいのはがなぜかを整理す
る。

・ヒューマニズムという言葉で語られる行動の主体化の功罪について考え、自
分の意見をまとめる。

小説「舞姫」①

小説「舞姫」③

小説「舞姫」②

評論「身体〈の〉疎外」①

指導内容

評論「わかりやすいはわかりにくい？」

の具体的な指導目標

・「わからないまま正確に対処する」ことの大切さを、想定される場面の違い
に沿って整理するとともに、評論読解の基本について復習する。

・筆者が述べる「思考」と「肺活量」との関係を考える。

・本文を通じて筆者の主張を読み取る。

月

6

月

９
月

6

8

・病気というものの見方の変化について、科学との関連から理解する。

・人々の科学信仰の結果、生じた事態について理解する。

・医学や医療の問題点はどこにあるのかについて理解する。

・段落によって全体を組み立ててゆく文章構成を学ぶ。

評論「病と科学」

８
月

７
月

8評論「身体〈の〉疎外」② ・筆者が指摘する論点や問題点について考察する。

・評論文の構成を的確に把握し、論旨を明確に捉えられるような読解力を身に
つける。

６
月

6・本文の内容を理解しながら、思想史的流れを整理して文章全体の構成を把握
し、論旨を捉える。

・「精神」と「身体」のかかわり方の変遷を、論旨にそって時代ごとにまと
め、現代がどういう時代なのか、筆者の主張について理解を深める。

５
月

8

４
月

6小説「鞄」 ・文章に描かれた人物、情景、心情に即して本文の内容を読み味わう。

・本文中の表現の特色及び、言語の役割などを理解する。

・主人公の考え方の変化について考え、発表する。

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

8関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

１
月

5

月

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

・過去の自己へ向けて手記の書き手の反省的把握の様相をできごとの叙述展開
に沿って理解する。

・末尾に定着された手記が書き終えられるときの書き手の内的感情を考察す
る。

・近代文学の教材を用いて、読解力や想像力を高め、感受性を豊かにする。

・文学的な文章を読んで、人物の生き方やその表現の仕方などについて話し合
う。

・近代文学の教材を用いて、読解力や想像力を高め、感受性を豊かにする。

・文学的な文章を読んで、人物の生き方やその表現の仕方などについて話し合
う。

関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト



科目 現代文Ｂ 評価の観点・方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

・強調や余韻の表現効果を感じ取りながら読み進める。

・筆者の言う、「この地球社会に山積した問題」の中からテーマを決め、調べ
て発表する。

評論「『私』消え、止まらぬ連鎖」 ・筆者の問題意識を把握し、その論理展開を理解する。

・筆者が用意した事例について考察する。

２
月

5

３
月

4関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト

評論「虚ろなまなざし」② 関心・読解力・知識
ノート・ワークシート・テス
ト



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 国語 科目： 現代文B( 現代文演習） 年間授業計画

教　 　 　 科： 国語 科　 　 　 目： 現代文Ｂ （ 現代文演習）単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択　

教科担当者： 廣見　 卓哉

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）精選現代文Ｂ 改訂版（ 三省堂）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）論理的に考える Ｌ Ｔ 現代文３ （ 浜島書店） 読み解く ための現代文単語（ 文英堂）

科目 現代文Ｂ （ 現代文演習） 評価の観点・ 方法
配当
時数

資料活用問題 ・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

「 伝統の形式」
「 新し い価値を求めて」
「 堅固な決心」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

「 紙の本を読むこ と 」
「 「 文明」 の建設」
「 小さ く て大き な背中」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

「 味わい楽し む暮ら し の余白」
「 妻の意外な返答」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

指導内容

「 遊びの効用」
「 デジタ ル大航海時代」

資料活用問題

の具体的な指導目標

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う になる

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う になる 。

１
１
月

8

「 なぜ散る 桜なのか」
「 読解キーワ ード 」
「 言葉の切り 開く 世界」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

１
０
月

９
月

8

8

「 李白の詩と 人生」
「 場所に根差し た建築」
「 読解キーワ ード 」

・ 評論の重要語に着目し 、 語彙力を高める 。
・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

８
月

７
月

8

「 淡い喜び」
「 美術の生存を賭けた闘い」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

６
月

8

「 新し い様式への発展」
「 読解キーワ ード 」
「 意識と は何か」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う になる 。

５
月

2

6

４
月

6

「 手作り の味」
「 脳の機能と 発達」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 小説や評論の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

4

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

「 社会が生み出すアイ ロ ニー」
「 読解キーワ ード 」
「 自己を眺める 」

・ 文章全体を把握し 、 論理的に考え読解でき る よ う になる 。
・ 評論、 小説の読み方を理解し 、 筋道を立てて設問について考えら れる よ う に
なる 。

３
月

4

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

関心・ 読解力・ 知識
ワ ーク ・ テス ト

２
月

8

１
月

6

１
２
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 国語 科目： 古典B 年間授業計画

教　 　 　 科： 国語 科　 　 　 目： 古典B 単位数： 　 4単位

対象学年組：  第3学年選択　

教科担当者： 教科担当者： （ 廣見　 卓哉： ㊞、 坂田　 和紀： ㊞）

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）改訂版標準古典Ｂ 　 （ 第一学習社）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 古典B 評価の観点・ 方法
配当
時数

故事成語「 朝三暮四」 漢文を正確に音読・ 現代語訳し 、 要旨をま と めさ せる 。

漢文演習④
句法「 否定形・ 疑問形・ 反語形」

重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

漢文演習⑤
句法「 否定形・ 疑問形・ 反語形」

重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

漢文演習③
句法「 詠嘆形・ 願望形・ 使役形」

重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

指導内容

イ ント ロ ダク ショ ン

古典　 助動詞「 る ・ ら る 」 「 す・ さ す・ し
む」

入試問題演習①

古典　 助動詞「 き ・ けり 」 「 む・ むず」 「 ら
む・ けむ」

入試問題演習②

古典　 助動詞「 べし ・ めり 」 「 ま し 」
入試問題演習③

の具体的な指導目標

１ 年間の授業の進め方、 ノ ート 、 課題について説明する 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

4

4思想（ 諸子百家） 「 論語」 （ 孔子） 作者と 作品についての基本的な事項を理解さ せる 。
場面や登場人物の行動を正確に読み取ら せる 。

１
０
月

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4

歴史「 十八史略」 漢文を正確に音読・ 現代語訳し 、 要旨をま と めさ せる 。
登場人物の感情を正確に読み取ら せる 。

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

９
月

8

8

4

4

物語『 源氏物語』
「 光る 君誕生」

「 源氏物語」 についての文学史的位置を把握さ せる 。
主人公の状況を理解さ せる 。

物語『 源氏物語』
「 若紫」

「 源氏物語」 についての文学史的位置を把握さ せる 。
主人公の状況を理解さ せる 。

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

８
月

６
月

2

4

4

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4

4７
月

4

2

2

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

漢文基礎復習①
書き 下し 文・ 置き 字・ 再読文字・ 返読文字の

確認

漢文の基本構造を理解する 。
正確に書き 下し 文にする こ と ができ る よ う になる 。

助動詞の復習・ 基礎反復
入試問題演習⑦

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

漢文基礎復習②
書き 下し 文・ 置き 字・ 再読文字・ 返読文字の

確認

漢文の基本構造を理解する 。
正確に書き 下し 文にする こ と ができ る よ う になる 。

漢文演習①
句法「 否定形・ 疑問形・ 反語形」

重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

漢文演習②
句法「 否定形・ 疑問形・ 反語形」

重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

古典　 助動詞「 ぬ・ つ」 「 たり ・ り 」
入試問題演習④

古典　 助動詞「 じ ・ ま じ ・ ず」 「 なり 」
入試問題演習⑤

助動詞の復習・ 基礎反復
入試問題演習⑥

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

4

4本文の内容を正確に理解し 、 登場人物の心理を読み取る 。日記『 和泉式部日記』
「 夢よ り も はかなき 世の中」

物語の背景にある 歴史的出来事を学ばせる 。
登場人物の行動と 心理を正確に読み取ら せる 。

歴史物語『 大鏡』
「 延喜の帝」

助動詞の復習・ 基礎反復
入試問題演習⑧

助動詞の復習・ 基礎反復
入試問題演習⑨

日記『 蜻蛉日記』
「 ゆずる つき の水」

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

助動詞の接続、 意味を覚え、 判別さ せる 。
実践的な入試問題を解かせる 。

本文の内容を正確に理解し 、 登場人物の心理を読み取る 。

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

５
月

1

1

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

2

４
月

2

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

6関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4

2

完全マス タ ー古典文法（ 第一学習社） ・ 最新国語便覧（ 浜島書店） ・ 古
典文法ワ ーク ノ ート （ 第一学習社）  ・ みる みる 覚える 古文単語（ いい
ずな書店

関
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト



科目 古典B 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

『 三国志の世界』 正確な現代語訳をさ せる 。 歴史のおおま かな展開を押さ え、 登場人物の行動と
心理について適切に読み取ら せる 。

古文常識① 平安時代の生活様式や基礎知識を修得さ せる 。

漢文入試問題演習 重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

近世擬古文の特徴を学び、 古語と 古文体を駆使し た論理の文体から 、 筆者の述
べている こ と を正確にと ら える 。

漢文入試問題演習 重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

漢文入試問題演習 重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

漢文入試問題演習 重要句法を理解し 、 演習問題を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

１
１
月

4

2

4

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。

4関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

１
月

2

2関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

１
２
月

4

4

4

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

評論『 玉勝間』
「 兼好法師が詞のあげつら ひ」

4関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

評論『 無名草子』
「 清少納言」 「 紫式部」

人物批評を読み取ら せる 。
内容を読み取り 、 作者の考えを理解さ せる 。

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4

4関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

２
月

4

4

4

３
月

2

4

2古文常識② 平安時代の生活様式や基礎知識を修得さ せる 。

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

関・ 読・ 知
ノ ート ・ 小テス ト

4

4古文入試問題演習 今ま でに学習し た助動詞の判別を中心に、 現代語訳、 内容理解をし ながら 問題
を解かせる 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 国語 科目： 国語表現 年間授業計画

教　 　 　 科： 国語 科　 　 　 目： 国語表現 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年　

教科担当者： 坂田 和紀

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）国語表現改訂版（ 教育出版） 　

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）国語表現ナビ （ 浜島書店） 　 現代を知る pl us（ 第一学習社） 　

科目 国語表現 評価の観点・ 方法
配当
時数

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

3

２
月

3

３
月

4

様々な表現方法を知る ② 非言語コ ミ ュ ニケーショ ンや合意形成などについて知識を深め、 それら を活用
する 。

１
月

2

1
2
月

4

4

1

1新聞記事・ 時事用語 新聞記事を読み、 時事用語や時事問題についての知識を深める 。

手紙の書き 方 手紙の書き 方について知識を深める 。

広告と メ ディ アリ テラ シー

５
月

5
４
月

5

1語句の用法

文章の整え方

語句の用法や句読点について知る 。

話し 言葉と 書き 言葉を書き 分ける 。

4

６
月

3

作文の書き 方 作文、 自己Ｐ Ｒ 文、 志望理由と 言った文章の書き 方を学び、 実践する 。

７
月

5小論文の書き 方 小論文の書き 方を学び、 800字から 1200字程度の小論文を書き 上げる 。

８
月

９
月

2

5

1
0
月

1
1
月

2

6

5

文章表現・ 口語文法 口語文法について学習する 。

指導内容

漢字の読み書き

の具体的な指導目標

正し い漢字の読み書き を身に付ける

データ 読み取り 型小論文の書き 方 データ 読み取り 型小論文の書き 方について学び、 実践する 。

文章の整え方 主述や接続詞の適切な使い方について学習する 。

小論文の書き 方② 要約や課題文型小論文の問題に取り 組む。

様々な表現方法を知る ① 目的に合わせた話し 合いの形態を知る 。

漢字の読み書き ・ 語彙 社会に出てから 必要と なる 、 漢字や語彙についての知識を身に付ける 。

論理的思考 三段論法など様々な論じ 方についての知識を深める 。 ま た、 それら を用いた表
現や思考ができ る よ う になる 。

様々な表現方法を知る ③ 学習し た内容をも と に、 いく つかのテーマについてグループで話し 合い、 発表
する 。

興味・ 関心
意欲・ 態度

知識・ 理解　 　 　 　 ノ ート
 小テス ト表記の仕方や原稿用紙の使い方のルールを覚える文章表現

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度

知識・ 理解　 　 　 　 ノ ート
 小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

興味・ 関心
意欲・ 態度
知識・ 理解

ノ ート
小テス ト

広告の効果や表現について知り 、 様々な広告を比較・ 分析する 。

敬語の使い方 尊敬語や謙譲語、 丁寧語などについて学び、 それら を適切に使える よ う にな
る 。

プレゼンテーショ ン プレゼンテーショ ンの方法と 表現を学ぶ。 学んだこ と をも と にプレゼンテー
ショ ンを行う 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 地理歴史 科目： 世界史Ａ 年間授業計画

教　 　 　 科： 地理歴史 科　 　 　 目： 世界史Ａ 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年１ 組～２ 組　

教科担当者： 齋藤礼文

使用教科書： （ 明解世界史Ａ （ 帝国書院） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ グロ ーバルワ イ ド 最新世界史図表（ 第一学習社　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 世界史Ａ 評価の観点・ 方法
配当
時数

[ アジア諸帝国の繁栄] 明・ 清帝国の発展・ 明
の建国から 滅亡・ 清の建国から 統一

・ 明・ 清帝国の繁栄を中心に、 東アジア諸地域の動向を把握さ せる 。
・ 明朝と 清朝で王朝の性格がま ったく 異なる こ と を図に理解さ せる 。

指導内容

イ ント ロ ダク ショ ン

四大文明の繁栄と 国づく り

帝国の時代

帝国の時代

の具体的な指導目標

１ 年間の授業の進め方を理解さ せる 。

・ 四大文明がなぜ河川付近で起き たのか、 その要因を理解し ている 。
・ 都市と 国家がなぜこ の時期に出現し たのかを背景から 考える 。
・ 四大文明のそれぞれの特徴を把握し ている 。

・ 馬の存在が帝国形成に与えた影響を考える こ と ができ る 。
・ 地政学観点から ユーラ シアの一体化が中国・ イ ンド ではなく 、 地中海・ 西ア
ジア・ 中央アジアが一体化し たこ と を理解し ている 。

・ ギリ シャ 文明・ ロ ーマ帝国を地中海一帯の土壌、 農業、 交易から 説明する こ
と が出来る 。
・ イ ンド 帝国と 中華帝国の特徴がわかる 。

2

2[ アジア諸帝国の繁栄] オス マン帝国・ オス マ
ン帝国の成長・ オス マン帝国の社会・ イ ス
ラ ーム社会と 法

・ イ ス ラ ーム世界が政治的・ 経済的に圧倒的に優勢であったこ と を理解さ せる 。
・ 文化的にも 各王朝は黄金期を迎え、 多く のムス リ ムが安定し た生活を送ってい
たこ と を理解する 。
・ オス マン帝国が周辺諸国を支配下に置いたこ と を理解する 。

１
０
月

技・ 知

技・ 知

2[ アジア諸帝国の繁栄] 日本と 朝鮮の動き ・ 日
本の鎖国・ 琉球と 台湾の動き

・ 日本の近代化と 、 その後の朝鮮をめぐ る 清朝と の対立の原因を理解さ せる 。
・ 琉球が明から 柵封を受け繁栄し たこ と を理解する 。

中間考査 ・ １ 学期前半に学んだこ と を表現でき る よ う にする 。

[ アジア諸帝国の繁栄] サファ ヴィ ー朝と ムガ
ル帝国・ サファ ヴィ ー朝と ムガル帝国の共通
点・ ムガル朝

・ サフ ァ ヴィ ー朝と ム ガル帝国の共通点を理解さ せる 。
・ サフ ァ ヴィ ー朝がシーア派を国教と し て、 イ ラ ン民族意識の形成に大き
な影響を与えたこ と を 理解さ せる 。

技・ 知
テス ト

９
月

4

4

2

1

[ ユーラ シアの交流圏] 地中海海域と ユーラ シ
ア・ 中世の地中海東西交易

・ 大航海が行われた歴史的背景を理解さ せる 。
・ 東方貿易の拡大がイ タ リ ア都市を繁栄さ せ、 それがルネサンス につながる こ
と を理解さ せる 。

[ アジア諸帝国の繁栄] １ ６ 世紀の世界と 一体
化のはじ ま り ・ アジアの通商・ 香辛料と 銀

・ 世界の一体化に大き な役割を担ったのが、 香辛料と 銀である こ と を理解さ せ
る 。
・ グラ フなどから 貿易の拡大がヨ ーロ ッ パの人口増加と 植民地需要の増加が絡
んでいる こ と を考察する 。

８
月

1

７
月

4[ ユーラ シアの交流圏] 東アジア海域の交流と
日本・ 南海貿易・ 明の朝貢体制・ 日本の外交
対応

・ 近代に向け東アジアが列強に受けた影響と 東アジア諸国がどのよ う に対応し
たのかを把握し 、 ワ ーク シート に表現し ている 。

期末考査 ・ 学期間に学んだこ と を表現でき る よ う にする 。

・ ゲルマン人の移動について理解し ている 。
・ ゲルマン人の移動を地図を使って適切にイ メ ージし ている 。
・ フラ ンク 王国と ロ ーマ教会と の結びつき の意義について理解し ている 。

2

６
月

4

・ １ 学期前半に学んだこ と を表現でき る よ う にする 。中間考査

[ ヨ ーロ ッ パ世界]ヨ ーロ ッ パ世界Ⅱ・ ロ ーマ
教会の存在・ 十字軍

・ ヨ ーロ ッ パ社会にキリ ス ト 教が根付いたこ と を理解し ている 。
・ 十字軍の背景と 結末に理解し ている 。

[ ユーラ シアの交流圏] ユーラ シアの東西交流
と モンゴル帝国・ シルク ロ ード と 商業・ モン
ゴル帝国の侵略

・ 騎馬民族の特徴と モンゴルによ る ユーラ シア大陸の一体化を理解し ている 。
・ モンゴルによ る ユーラ シアの一体化が東西貿易の安定化をも たら し たこ と を
考察さ せる 。

５
月

2

1

技・ 知
ワ ーク シート

2

４
月

2

技・ 知

1技・ 知
テス ト

2技・ 知

2

2さ ま ざま な宗教

ユーラ シアから 起き た文明の大交流

[ ヨ ーロ ッ パ世界]ヨ ーロ ッ パ世界Ⅰ・ ゲルマ
ン大移動と その影響・ フラ ンク 王国の特徴・
封建社会の形成

・ さ ま ざま な宗教・ 学問が前５ ～４ 世紀に出現し たのかを考える 。
・ それぞれの宗教の特徴を理解し ている 。

・ 騎馬遊牧民が世界史に与えた影響を考察し ている 。
・ イ ス ラ ームの大征服運動の流れを理解し ている 。
・ 大征服運動の結果1つの帝国、 1つの商圏と なったこ と を理解し ている 。

技・ 知

関・ 知・ 技

関・ 知

関・ 思・ 技・ 知
ワ ーク シート

技・ 知

思・ 技・ 知
ワ ーク シート

技・ 知
ワ ーク シート

技・ 知
テス ト

思・ 技・ 知
ワ ーク シート

技・ 知

技・ 知

関・ 思・ 技・ 知
資料



科目 世界史Ａ 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
東ヨ ーロ ッ パの専制・ プロ イ センと オース ト
リ ア・ ロ シア帝国

・ フリ ード リ ヒ ２ 世が行った政治の特徴と オース ト リ アの政治改革の特徴を理
解さ せる 。
・ ピョ ート ル１ 世の政策の特徴を捉える 。

三つの世界と 日本の動向 ・ 第二次世界大戦後の米ソ 両陣営の対立と 日本の動向、 アジア・ アフリ カの民
族運動と 植民地支配から の独立を理解さ せ、 核兵器問題やアジア・ アフリ カ諸
国が抱える 問題などについて考察さ せる 。

アジア諸国の変貌と 近代の日本 ・ ヨ ーロ ッ パの進出期における アジア諸国の状況、 植民地化や従属化の過程で
の抵抗と 挫折、 伝統文化の変容、 その中での日本の動向を扱い、 19世紀の世界
の一体化と 日本の近代化を理解さ せる 。

急変する 人類社会 ・ 科学技術の発達、 企業や国家の巨大化、 公教育の普及と 国民統合、 国際的な
移民の増加、 マス メ ディ アの発達、 社会の大衆化と 政治や文化の変容など、 19
世紀後期から 20世紀前半ま での社会の変化について理解さ せる 。

世界戦争と 平和 ・帝国主義諸国の抗争とアジア・アフリカの対応、二つの世界大戦の原因と総力戦と
しての性格、それらが世界と日本に及ぼした影響を理解させ、19世紀後期から20世紀
前半までの世界の動向と平和の意義について考察させる。

期末考査 ・ 学期間に学んだこ と を表現でき る よ う にする 。

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
絶対王政と 議会王政・ フラ ンス 絶対王政の特
徴・ イ ギリ ス 議会王政の特徴

・ 絶対王政成立の背景と 特徴を理解さ せる 。
・ 議会王政の特徴を理解さ せる 。
・ 絶対王政と 議会王政の違いを把握する 。

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
ハプス ブルグ帝国と 主権国家・ ス ペイ ンの黄
金時代・ １ ７ 世紀の戦乱

・ ハプス ブルグ家がどれほどの力を持っていたのかを地図を通し て考察する 。
・ １ ６ 世紀の好況から １ ７ 世紀気候の影響によ って不況に転じ たこ と を理解
し 、 世界の序列が変化し ていく き っかけと なったこ と を理解さ せる 。

１
１
月

2

2

2

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
アメ リ カの征服と 植民地化・ ス ペイ ン・ ポル
ト ガルの海外進出・ アメ リ カの征服・ 植民化
の特徴

・ 大航海によ って世界は近く なったが、 それは「 征服」 だったこ と を理解さ せ
る 。
・ アメ リ カの植民地化が金･銀を生み出し 、 プラ ンテーショ ンから 食物を生産し
たこ と 理解さ せる 。

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
ルネサンス ・ ヨ ーロ ッ パの回帰と 進化・ 科学
技術の発展の戦争

・ ルネサンス の背景に一体化があったこ と をそれま での学習から 理解さ せる 。
・ ルネサンス の三大革命によ って情報の得方、 戦争の仕方、 位置を正確に知る
こ と が大き く 変わり 、 世界に大き な影響を与えたこ と を理解する 。

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
宗教改革・ 科学技術と 宗教改革・ ルタ ー・ カ
ルヴァ ン、 ユグノ ー

・ 中世的な束縛から 自由になろう と する 人たちに新たな信仰が求めら れたこ と
を理解し 、 特にカルヴァ ン派の歴史的意義を理解する 。

2関・ 思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

技・ 知

関・ 思・ 技・ 知
ワ ーク シート

技・ 知

2

1技・ 知
テス ト

技・ 知

1技・ 知
テス ト

学年末考査 ・ 学期間に学んだこ と を表現でき る よ う にする 。

[ 一体化のはじ ま り と ヨ ーロ ッ パの主権国家]
大西洋経済・ 三角貿易・ 経済成長の影響

・三角貿易を図を通して理解させ、書かせる。
・三角貿易が格差を拡大させた要因を考察させる。

[ ヨ ーロ ッ パ近代の確立]啓蒙と アメ リ カ独立
・ ジョ ンロ ッ ク 、 ルソ ーの思想・ アメ リ カ独
立

・ ジョ ンロ ッ ク 、 ルソ ーの思想を理解さ せ、 現代と のつながり を考察さ せる 。
・ アメ リ カ独立の背景にイ ギリ ス や南北の格差があったこ と を理解さ せる 。

ヨ ーロ ッ パ・ アメ リ カの国民形成 ・自由主義と国民主義の進展を扱い、ヨーロッパ・アメリカにおける工業化と国民形成
を理解させる。

３
月

2

技・ 知・ ワ ーク シート 1

2地球社会への歩みと 課題 ・ 1970年代以降の市場経済のグロ ーバル化、 冷戦の終結、 地域統合の進展、 知
識基盤社会への移行、 地域紛争の頻発、 環境や資源・ エネルギーをめぐ る 問題
などを理解さ せ、 地球社会への歩みと 地球規模で深刻化する 課題について考察
さ せる 。

持続可能な社会への展望 ・ 現代世界の特質や課題に関する 適切な主題を設定さ せ、 歴史的観点から 資料
を活用し て探究し 、 その成果を論述し たり 討論し たり する などの活動を通し
て、 世界の人々が協調し 共存でき る 持続可能な社会の実現について展望さ せ
る 。

関・ 思・ 技・ 知

技・ 知・ ワ ーク シート

関・ 思・ 技・ 知

関・ 思・ 技・ 知

関・ 思・ 技・ 知

技・ 知

技・ 知

技・ 知

2

２
月

2

2

１
月

2

１
２
月

2

2

1



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 公民 科目： 政治・ 経済 年間授業計画

教　 　 　 科： 公民 科　 　 　 目： 政治・ 経済 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年普通科　

教科担当者： 金谷　 蔵人

使用教科書： （ 　 高等学校　 新政治・ 経済　 新訂版（ 清水書院） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 最新　 政治・ 経済資料集２ ０ ２ ３ （ 第一学習社） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 政治・ 経済 評価の観点・ 方法
配当
時数

国際社会の形成 主権国家体制について理解し 、 国際関係の基本的要因について考察する 。

指導内容

ガイ ダンス

人間と 政治
人間と 法

民主政治へのあゆみ
民主政治の基本原理

世界の政治体制（ １ ）

の具体的な指導目標

授業の内容と 年間授業計画、 評価の方法について理解する 。

政治と 国家、 民主政治と 法、 道徳と 法の関係について考察する 。
公法と 私法、 権利と 義務、 立憲主義、 契約自由の原則について理解する 。

絶対王政から 民主政治へのあゆみと 社会契約の思想について理解する 。
法の支配、 権力分立制、 人権思想の発展について理解する 。

議院内閣制の成立と イ ギリ ス の政治制度、 大統領制の原理と アメ リ カの政治制
度について理解する 。

2

1

９
月

2

2

地方自治
住民自治と 地方分権

地方自治の本旨、 地方公共団体の組織と 権限、 直接請求権と 住民投票について
理解する 。

地方分権、 地方財政について理解し 、 地方自治のあり 方について考察する 。

行政権の拡大
政党政治と 世論

行政権の拡大と 官僚制、 行政改革について理解する 。
５ ５ 年体制、 政治資金、 世論の形成について理解する 。

日本の選挙制度について理解する 。
主権者と し ての政治参加の意義について考察する 。

選挙制度と 民意
政治参加

８
月

1

2
７
月

1

2思・ 技・ 知

一学期期末考査 こ れま での学習の成果を表現する 。

現代日本の安全保障 PKO協力法と 自衛隊の海外派遣、 集団的自衛権の行使について考察する 。

国会と 立法過程
内閣

国会の権限と 各議院の権限、 法律の制定過程について理解する 。
議院内閣制の構造、 内閣の組織と 権限について理解する

裁判所
司法への国民の参加

法の支配、 司法権の独立、 違憲法令審査権について理解する 。
民事裁判と 刑事裁判、 裁判員制度について理解し 、 司法へ国民が参加する こ と

の意義について考察する 。

公共の福祉、 人身の自由、 精神の自由、 経済の自由について考察する 。

2

６
月

2

1

1

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

こ れま での学習の成果を表現する 。一学期中間考査

法の下の平等
社会権と 参政権・ 国務請求権

法の下の平等について理解し 、 現代の差別問題について考察する 。
生存権、 教育を受ける 権利、 労働基本権、 参政権・ 国務請求権について理解す

る 。
人権の新し い展開

人権の国際的な展開

日本の平和主義と 自衛隊

日米安保条約と 日本の安全保障

環境権・ プラ イ バシーの権利・ 知る 権利と いった新し い人権について考察す
る 。

人権意識の世界的広がり と NGOの役割について理解する 。
憲法第９ 条と 自衛隊、 文民統制、 非核三原則について考察する 。

日米安保と 安保闘争、 有事立法について理解し 、 日本の安全保障のあり 方につ
いて考察する 。

５
月

2

1

思・ 技・ 知 2

４
月

1

思・ 技・ 知

1思・ 技・ 知
テス ト

2思・ 技・ 知

2

1世界の政治体制（ ２ ）

日本国憲法の成立
日本国憲法の基本原理

自由権的基本権

議院内閣制の展開、 社会主義の政治体制、 新興国の政治制度について理解す
る 。

大日本帝国憲法の基本的性格と 日本国憲法の成立ま でのあゆみを理解する 。
国民主権、 基本的人権の尊重、 平和主義について考察する 。

関

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

技・ 知
テス ト

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知



科目 政治・ 経済 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

租税と 国債
日本財政の課題

租税の種類と 原則、 国債について理解する 。
国債への依存や財政の硬直化など、 日本財政のかかえる 課題について考察す

る 。

社会保障制度の課題 日本の社会保障制度の概要を理解し 、 医療や福祉をめぐ る 課題について考察す
る 。

貿易と 国際経済
貿易の意義と 課題

国際分業と 日本の輸出入の状況について理解する 。
自由貿易の理論と 比較生産費説について理解する 。

公害・ 環境問題
消費者問題

公害問題の推移と 環境保全にむけた法整備について理解する 。
消費者の権利と 法制度について理解する 。

労働者の権利と 労働組合の役割
労働市場の変化と 労働時間

労働三権と 労働三法、 労働組合の役割と 現状について理解する 。
労働市場の変化と 現代の労働問題について考察する 。

社会保障制度あゆみ 世界と 日本の社会保障制度のあゆみについて理解する 。

国際法の発達
国際連盟から 国際連合へ

おも な国際法と 国際的な司法機関について理解する 。
国際連盟の成立と 崩壊、 国際連合の成立のし く みについて理解する 。

現代の企業
物価変動と 国民生活

株式会社のし く みと 社会的責任について理解する 。
物価指数と イ ンフレーショ ン、 デフレーショ ンについて理解する 。

経済成長と 景気変動
政府の経済的役割

国内総生産（ GDP） 党の経済指標、 景気循環について理解する 。
財政のし く みと 機能について理解する 。

価格と 市場の役割
市場機構の限界

需要と 供給によ る 価格の決定と いった市場メ カニズムについて理解する 。
不完全競争市場の場合の市場の失敗について理解する 。

１
１
月

1

2

2

国際社会における 日本の役割 日本の安全保障と 領土問題について理解し 、 日本外交の課題について考察す
る 。

経済活動の意義
経済社会の変容と 経済思想

経済活動と はなにか、 経済的な見方や考え方について考察する 。
資本主義経済の思想のながれを理解する 。

現代の経済社会と 経済思想
三つの経済主体と 経済の循環

現代の経済思想について理解する 。
家計・ 企業・ 政府の経済主体と 経済循環について理解する 。

2

1
0
月

思・ 技・ 知

2

2

国際連合の機能と 活動
冷戦期の国際政治

国連の集団安全保障構想と 平和維持活動（ PKO) 、 人道支援のし く みについて理
解する 。

冷戦期の国際政治のながれを理解する 。

二学期中間考査 こ れま での学習の成果を表現する 。

現代の国際政治
核兵器と 軍縮のう ごき

テロ と の戦い、 民主化の波、 アク タ ーの多様化について理解する 。
軍備管理・ 軍縮のながれを理解する 。

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知
テス ト

2

1

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

2

2思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

1思・ 技・ 知情報化の進展と サービス 産業 POSシス テムやeコ マース と いった情報化の進展と 情報格差の問題について理解
する 。

金融市場と 金融政策
金融環境の変化

日本銀行の役割と 金融政策について理解する 。
金融の自由化や現代日本をと り ま く 金融環境の変化について理解する 。

戦後日本経済のあゆみ
農業と 食料問題

戦後の経済民主化、 高度経済成長、 石油危機、 バブル経済など日本経済のあゆ
みを理解する 。

日本の農業をと り ま く 法制度や食料自給率の問題について考察する 。産業を支える 中小企業 日本の中小企業をと り ま く 社会構造やベンチャ ービジネス について理解する

３
月

2

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

2

1学年末考査 こ れま での学習の成果を表現する 。

1

国際収支の仕組みと 現状
為替相場の仕組みと 意義

国際収支の考え方と 日本の国際収支の推移について理解する 。
円安・ 円高などの為替相場の変動のし く みについて理解する 。

戦後の国際経済

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知
テス ト

I MF-GATT体制やWTOと いった国際貿易体制と その変容について理解する 。

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

思・ 技・ 知

2

２
月

2

1

1

思・ 技・ 知

1貨幣の役割と 金融 貨幣の役割と 金融のし く みについて理解する 。

１
月

2

１
２
月

1

2

2

思・ 技・ 知



年間授業計計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 数学 科目： 数学演習α 年間授業計画

教　 　 　 科： 数学 科　 　 　 目： 数学演習α 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組　

教科担当者：  高石

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）最新　 数学Ⅰ

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）リ ンク 数学演習Ⅰ・ A+Ⅱ・ B

科目 数学演習α 評価の観点・ 方法
配当
時数

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

指導内容

数と 式

の具体的な指導目標

大学入試の基本問題が解ける よ う になる

1
1

月
7入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

1
0
月

９
月

7

7

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

８
月

７
月

6データ の分析 大学入試の基本問題が解ける よ う になる

６
月

6図形と 計量 大学入試の基本問題が解ける よ う になる

５
月

6４
月

6二次関数 大学入試の基本問題が解ける よ う になる

プリ ント

プリ ント

プリ ント

7プリ ント

プリ ント

プリ ント

プリ ント

プリ ント

入試演習 大学入試の標準問題が解ける よ う になる

３
月

6プリ ント

プリ ント

プリ ント

２
月

6

１
月

6

1
2

月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 化学 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 化学 単位数： 　 ４ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組　

教科担当者： 山下　 恵理

使用教科書： （ 　 新編　 化学　 （ 数研出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 イ ンプレス 化学ノ ート 　 （ 浜島書店） 、 レ ッ ツト ラ イ ノ ート 化学　 （ 東京書籍） 　 　 　 　 　 　 ）

科目 化学 評価の観点・ 方法
配当
時数

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

アルカリ 金属と ２ 族元素の性質について理解する 。

アルミ ニウ ム、 亜鉛、 ス ズ、 鉛の性質について理解する 。アルミ ニウ ム、 亜鉛、 ス ズ、 鉛

4

4

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

3

４
月

4

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

５
月

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

4

4窒素と リ ン

炭素と ケイ 素

アルカリ 金属と ２ 族元素

窒素と リ ンの性質と 製法について理解する 。

炭素と ケイ 素の性質と 製法について理解する 。

4

６
月

4

4

4

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

鉄、 銅、 銀、 金 鉄、 銅、 銀、 金の性質について理解する 。

ク ロ ム、 マンガン

金属イ オンの分離

有機化合物の特徴と 分類

ク ロ ムと マンガンの性質について理解する 。

金属イ オンの分離について理解する 。

有機化合物の特徴と 分類について理解する 。

1

７
月

1飽和炭化水素 飽和炭化水素の性質について理解する 。

不飽和炭化水素 不飽和炭化水素の性質について理解する 。

８
月

4

3

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

９
月

3

3

4

4

アルコ ールと エーテル アルコ ールと エーテルの性質について理解する 。

アルデヒ ド と ケト ン、 エス テル アルデヒ ド と ケト ン、 エス テルの性質について理解する 。

芳香族炭化水素の性質について理解する 。芳香族炭化水素

4

1
0
月

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

4芳香族アミ ンと アゾ化合物 芳香族アミ ンと アゾ化合物の性質について理解する 。

有機化合物の分離 有機化合物の分離について理解する 。

高分子化合物の構造と 性質 高分子化合物の構造と 性質について理解する 。

指導内容

元素の分類と 周期表

水素と 希ガス

ハロ ゲン

酸素と 硫黄

の具体的な指導目標

周期表上での各元素の位置関係の特徴を理解する 。

水素と 希ガス の性質と 製法について理解する 。

ハロ ゲンの性質と 製法について理解する 。

酸素と 硫黄の性質と 製法について理解する 。

フェ ノ ール類 フ ェ ノ ール類の性質について理解する 。

芳香族カルボン酸 芳香族カルボン酸の性質について理解する 。



科目 化学 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

２
月

24

１
月

24

1
2
月

３
月

問題演習 大学入試に向けた問題演習

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

1
1
月

2

4

4

天然高分子化合物 天然高分子化合物の性質について理解する 。

合成高分子化合物 合成高分子化合物の性質について理解する 。

問題演習 大学入試に向けた問題演習

問題演習 大学入試に向けた問題演習

問題演習 大学入試に向けた問題演習



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 化学基礎演習 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 化学基礎演習 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択

教科担当者： 山下　 恵理

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 化学基礎演習 評価の観点・ 方法
配当
時数

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

物質量 物質量について理解する

溶液の濃度 溶液の濃度について理解する

分子量・ 式量 分子量・ 式量について理解する

高分子化合物 高分子化合物について理解する

金属結合

指導内容

純物質と 混合物

物質と 成分

の具体的な指導目標

純物質と 混合物について理解する 。

物質と 成分について理解する

1
0
月

2

化学反応式 について理解する

2

2

2

金属結合について理解する

原子量について理解する原子量 2

９
月

2

2

８
月

６
月

2

2

2

７
月

2共有結合 共有結合について理解する

イ オン イ オンについて理解する

分子間力 分子間力について理解する

周期表

熱運動

原子の構造

物質の三態について理解する

熱運動について理解する

原子の構造について理解する

2

イ オン結合

周期表について理解する

イ オン結合について理解する

５
月

2

2

４
月

2

2

2物質の三態



科目 化学基礎演習 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

問題演習 大学入試に向けた問題演習

金属の酸化還元反応 金属の酸化還元反応について理解する

酸化還元反応の利用 酸化還元反応の利用について理解する

酸化剤と 還元剤について理解する

酸化数の計算 酸化数の計算について理解する

酸・ 塩基 酸・ 塩基について理解する

水素イ オン濃度 水素イ オン濃度について理解する

中和反応 中和反応について理解する

2中和滴定 中和滴定について理解する

１
１
月

2

2

2

2

１
月

2

1
2
月

2

2

2

酸化と 還元 酸化と 還元について理解する

酸化剤と 還元剤

２
月

6

３
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 生物 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 生物 単位数： 　 ４ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択

教科担当者： 加園　 明貴

使用教科書： （ 　 ス タ ン ダード 生物　 　 東京書籍　 ）

使用教材  ： （ 　 ニュ ーサポート 　 ス タ ン ダード 生物　 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 生物 評価の観点・ 方法
配当
時数

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

５
月

4

6
６
月

6

4

6

4

７
月

6

4

４
月

4

4

4
細胞の分化と 形態形成

形態形成を調節する 遺伝子

植物の発生
被子植物の配偶子形成と 受精

ニュ ーロ ンと その興奮
刺激の受容から 行動、 ニュ ーロ ンの構造、

ニュ ーロ ンの興奮、 興奮の伝導、 興奮の伝達

前後軸形成のし く みと 形態形成を調節する 遺伝子について学習する 。

植物の配偶子形成・ 受精と 胚発生の過程を学習し 、 重複受精について理解す
る 。

ニュ ーロ ン( 神経細胞) の基本的な構造と そのはたら き を 理解する 。

９
月

4

6

動物の行動
生得的行動， いろいろな生得的行動， 学習

動物の行動については， 神経系における 情報の流れと 関連づけながら 扱う 。

８
月

植物の反応
刺激に対する 植物の反応

植物は成長を調節する などし て環境に応答し ている こ と を理解さ せる 。

成長の調節
成長の調節と 植物ホルモン， オーキシンのは
たら き ， その他の植物ホルモンによ る 調節

環境応答にはさ ま ざま な植物ホルモンや光受容体が関与し ている こ と を学習す
る 。

6

個体群
個体群， 個体群の成長と 密度効果， 個体群の

齢構成と 生存曲線
個体群や生物群集について， それぞれの特徴を学習する 。

生物群集はさ ま ざま な個体群の集ま り によ っ て構成さ れており ， それぞれの個
体群は， 生態系内で特定の役割を果たし ている こ と を 理解さ せる 。

個体群内の個体間の関係
動物の群れ， 縄張り ， 動物の社会

6

１
０
月

6
生物群集

生物群集， 生態的地位と 共存
いく つかの生態系の物質生産の特徴や各栄養段階と エネルギー効率の関係につ
いて学習する 。

生態系における 物質生産
生態系の成り 立ち， 生態系における 物質生

産， 生態系における エネルギーの利用

生物多様性に影響を 与える 要因を理解さ せ， 生物多様性の重要性を認識さ せ
る 。

異種個体群間の関係
生物の異種個体群間における 競争， 被食者-

捕食者相互関係， 共生と 寄生
生態系における 物質生産について学習する 。 4

刺激の受容
受容器と 適刺激， 視覚器， 聴覚器・ 平衡受容

器， その他の受容器

受容器で受け取ら れた刺激（ 情報） が， 神経系を 介し て， 効果器へと 至る 経路
を 学習する 。

指導内容

遺伝子の多様な組み合わせ

減数分裂によ る 遺伝子の組み合わせ、 受精に
よ る 遺伝子の組み合わせ

の具体的な指導目標

有性生殖では、 減数分裂と 受精によ って、 多様な遺伝子の組み合わせが生じ る
こ と を 理解する 。

連鎖、 組み換えによ って生じ る 、 遺伝子の組み合わせについて理解する 。

情報の統合
神経系， 中枢神経系， 末し ょ う 神経系， 反射

激への反応
筋肉の構造と 収縮， その他の効果器

刺激の受容に関し ては視覚器と 聴覚器を 中心に取り 上げ， 効果器に関し ては筋
肉を中心に取り 上げる 。

刺激の受容に関し ては視覚器と 聴覚器を 中心に取り 上げ， 効果器に関し ては筋
肉を中心に取り 上げる 。

花芽形成と 発芽の調節
花芽形成と 日長， 花芽形成のし く み， 種子の

休眠と 発芽， 種子の発芽と 光

環境応答にはさ ま ざま な植物ホルモンや光受容体が関与し ている こ と を学習す
る 。



科目 生物 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

知識・ 思考・ 技能

ノ ート ・ 発言・ 定期考査

２
月

12

３
月

2

１
月

16

１
２
月

8

8

１
１
月

4

6

6

進化のし く み
突然変異， 自然選択， 遺伝的浮動， 隔離と 種

分化， 分子進化と 中立説

生物の進化については， そのし く みを 学習する 。 そのう えで， 分子進化の概念
や種分化のし く みについても 学習する 。

生物受験問題演習 各大学における 受験問題を 解き 、 特徴を理解する 。

生態系と 生物多様性
生物多様性， 生物多様性に影響を 与える 要因

－かく 乱， 生物多様性の保全

生物多様性に影響を 与える 要因を理解さ せ， 生物多様性の重要性を認識さ せ
る 。

生命の起源
有機物の生成と 蓄積， 有機物から 生物へ， 生
物の出現と その発展， 細胞の発達－真核生物

の出現

生命の起源およ び生物の変遷を 学習する 。

生物の変遷
地質時代， 先カンブリ ア時代～新生代

生命の誕生や生物の変遷は， 地球環境の変化と 密接に関係し ている こ と を 理解
さ せる 。

生物受験問題演習 各大学における 受験問題を 解き 、 特徴を理解する 。

生物受験問題演習 各大学における 受験問題を 解き 、 特徴を理解する 。

生物受験問題演習 各大学における 受験問題を 解き 、 特徴を理解する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 生物基礎演習 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 生物基礎演習 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択

教科担当者： 加園　 明貴

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 生物基礎演習 評価の観点・ 方法
配当
時数

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

５
月

2

2

４
月

2

2

2生物の基本的な特徴

生物の共通構造

原核細胞と 真核細胞について

身の回り の生物から 、 生物の特徴を 受験問題をも と に理解する 。

生物を 定義する ために必要な条件5点を 受験問題を も と に理解する 。

細胞には、 原核細胞・ 真核細胞が存在し 、 それぞれ特徴が異なる こ と を受験問
題をも と に理解する 。

2

光合成と 呼吸によ る エネルギーの流れ
細胞内共生について

酵素の働き 、 光合成と 呼吸の学習を 通し て、 生物が代謝によ ってエネルギーを
取り 出し ている こ と を受験問題をも と に理解する 。

生物が代謝によ ってエネルギーを取り 出す仕組みは共通である こ と を 理解す
る 。 細胞内共生によ る 進化を受験問題を も と に理解する 。

６
月

2

2

2

７
月

2遺伝情報と DNA
遺伝子の本体がDNAである こ と 、 その構造およ び遺伝情報は塩基配列が重要で
ある こ と を 受験問題をも と に理解する 。

細胞の観察 顕微鏡の基本操作を 身に着ける 。 細胞の生命活動を 観察する 。

ゲノ ムと DNA
ゲノ ムと は、 生物が生命活動を 営むための遺伝情報を も ったDNAの１ 組を指す
こ と を 受験問題をも と に理解する 。

エネルギーと 代謝

８
月

転写と 翻訳の概要から 、 生命現象において重要なタ ンパク 質の合成について受
験問題をも と に学習する 。

それぞれの細胞ではすべての遺伝子が発現し ている わけではないこ と について
理解する 。 細胞の分化について受験問題をも と に理解する 。

遺伝情報の発言と 生命現象 2

９
月

2

2

１
０
月

2

自律神経系によ る 体内環境の維持
体内環境を 調節する う えで、 自律神経系がど のよ う なはたら き を し ている か受
験問題をも と に理解する 。

2

2

2

指導内容

生物の多様性と 共通性

生物の多様性と 共通性の由来

の具体的な指導目標

地球には多数の生物がいる こ と 、 そし てその特徴には共通点がある こ と を 受験
問題を も と に理解する 。

多様性と 共通性をも つま での由来について受験問題を も と に理解する

血液の凝固と 線溶
血液の組成について覚える 。 血液が凝固する 仕組みおよ び、 その必要性につい
て受験問題をも と に理解する 。

腎臓と 肝臓
肝臓と 腎臓がど のよ う な構造で、 ど のよ う な仕組みがはたら く のかを 受験問題
を も と に理解する 。

体内環境の特徴
体液は一種の環境( 体内環境) である こ と 、 体内環境が循環系では、 いかにし て
ほぼ一定に保たれている のかを 受験問題をも と に理解する 。

体細胞分裂
体細胞分裂を行う と き に、 DNAも 複製さ れ、 分配さ れる 仕組みを 受験問題を も
と に理解する 。

遺伝情報と タ ンパク 質の合成



科目 生物基礎演習 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

知識・ 関心・ 思考

ノ ート ・ 発言・ レ ポート

2
２
月

2

2

３
月

2

１
月

2

１
２
月

2

2

2

免疫と 病気
体を防御する 仕組みを利用し 、 病気の予防や治療ができ る こ と を 受験問題をも
と に理解する 。

植生と その環境

2

2自然免疫・ 獲得免疫
体内に侵入し た抗原に対し 、 体内ではど のよ う な防御のし く みが働いている か
を 受験問題をも と に理解する 。

１
１
月

2

2

2

植生が生物の多様性を支えている こ と を 受験問題をも と に理解する 。

植生と 遷移 遷移と いう 現象を受験問題をも と に理解する 。

内分泌系によ る 体内環境の維持
体内環境を 調節する う えで、 ホルモンがどのよ う なはたら き をし ている か受験
問題を も と に理解する 。

自律神経と ホルモンによ る 調節
自律神経系と ホルモンがど のよ う に協調し て働く かを 受験問題を も と に理解す
る 。

免疫・ 物理的化学的防御
体内環境を 守る ために、 体ではどのよ う な防御がはたら いている のかを受験問
題をも と に理解する 。

生態系と エネルギーの流れ
生態系のなかで流れている エネルギーについて理解する 。 エネルギーは循環で
はなく 流れている こ と ( 太陽エネルギー生態系・ 化学エネルギー生態系) を 理解
する 。

生態系での物質の循環
生態系における 物質循環について学習する 。 すべての物質は循環する こ と を受
験問題をも と に理解する 。

生態系のバラ ンス と 保全
人間の活動が、 生態系のバラ ンス に与えている 影響について受験問題をも と に
理解する 。

バイ オーム
バイ オームと 気候条件の関係を 受験問題をも と に理解する 。 平均気温と 年降水
量のグラ フ から 、 バイ オームを 推定でき る 。

日本のバイ オーム 日本のバイ オームの分布を 緯度と 高度から 分類でき る 。

生物多様性の保全 自然環境を 保全する こ と が大切である こ と を 受験問題を も と に理解する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 物理 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 物理 単位数： 　 ６ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組　

教科担当者： 山下　 恵理

使用教科書： （ 　 改訂　 物理　 （ 東京書籍） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 ス タ ディ ノ ート 物理　 （ 第一学習社） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 物理 評価の観点・ 方法
配当
時数

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

6

4運動量と 力積

運動量保存、 反発係数

正弦波

運動量と 力積の関係を理解する

運動量保存と 反発係数を理解する

4

4

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

3

４
月

5

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

正弦波を理解する

4

6慣性力について理解する慣性力と 遠心力

６
月

4

6

6

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

音波を理解する音波

光の性質 光の性質について理解する

光の回折、 干渉

気体の法則と 分子運動

気体の内部エネルギーと 仕事

光の回折、 干渉について理解する

気体分子運動論、 熱力学第一法則を理解する

定積変化、 定圧変化、 等温変化、 断熱変化を理解する

５
月

1

７
月

1剛体のつり 合い 力のモーメ ント 、 重心、 剛体のつり 合い条件を理解する

電場と 電位、 コ ンデンサー ク ーロ ンの法則、 電場、 電位、 コ ンデンサーについて理解する

８
月

4

3

3知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

９
月

3

3

電流と 抵抗 電流のモデル化と 抵抗接続を理解する

直流回路 キルヒ ホッ フの法則を理解する

電流と 磁場の向き を理解する磁場

指導内容

放物運動

円運動

万有引力

単振動

の具体的な指導目標

水平投射、 斜方投射を理解する

円運動を理解する

万有引力の法則を理解する

単振動を理解する

電流が磁場から 受ける 力 電流と 磁場と 力の向き を理解する

ロ ーレンツ力 ロ ーレンツ力の大き さ と 向き を理解する



科目 物理 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

２
月

24

１
月

24

１
２
月

３
月

問題演習 大学入試に向けた問題演習

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

14

2知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

6

6

6

2光の粒子性 光子について理解する

１
０
月

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

6

4

交流 交流回路のリ アク タ ンス を理解する

半導体 半導体、 ダイ オード の特性について理解する

電子 陰極線と 電子について理解する

知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

4知技・ 思考・ 態度
問題演習への取組み、 定期考
査

原子核と 放射線 放射性崩壊について理解する

核反応と エネルギー 核反応と エネルギーについて理解する

１
１
月

2

6

6

X線 X線の発生や種類について理解する

粒子の波動性 粒子の波動性について理解する

原子の構造 原子の構造について理解する

電磁誘導 磁束の変化と 誘導電流の向き 、 大き さ を理解する

素粒子と 宇宙 素粒子の種類や宇宙の歴史について理解する

問題演習 大学入試に向けた問題演習

問題演習 大学入試に向けた問題演習



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 理科 科目： 三宅島自然研究 年間授業計画

教　 　 　 科： 理科 科　 　 　 目： 三宅島自然研究 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年選択

教科担当者： 加園　 明貴

使用教科書： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 三宅島自然研究 評価の観点・ 方法
配当
時数

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

知・ 思・ 技

レ ポート

意・ 理・ 思

テーマの内容

意・ 理

観察レ ポート

意・ 技

テーマの内容

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

５
月

2

2

４
月

2

2

2七島展望付近の噴火跡の観察

阿古溶岩遊歩道の噴火跡の観察

薄木・ 粟辺の観察

1983年に起き た噴火の現場を観察し 、 溶岩流の流れ方やその後の遷移を理解す
る 。

1983年に起き た噴火の現場を観察し 、 旧阿古小学校の跡から 当時の被害や歴史
を 理解する 。

1983年に起き た噴火の現場を観察し 、 溶岩の流れやその後の遷移で地衣類など
が発生し ている こ と を理解する 。

2
６
月

2

4

新鼻新山の観察 遷移の始ま り の先駆種を観察し 、 遷移の流れを 理解する 。

ひょ う たん山の観察

椎取神社の観察

パッ チの観察を 行い、 遷移の速度の違いを理解する 。

二次遷移の観察を行い、 一次遷移と の違いを 理解する 。

4

７
月

2長太郎池の生物の観察 長太郎池に生息する 生物の観察を行う 。

大路池の水質調査 大路池に生息する 微生物を 採取し 、 観察する 。

８
月

2

2

９
月

2

2

2

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等 観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。

1
0
月

2個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

2

指導内容

学校周辺の地形と 植生の観察

大路池の植生と 野鳥の観察

の具体的な指導目標

学校周辺を めぐ り 、 学校の立地が、 水蒸気爆発によ っ て生じ た八重間マールで
ある こ と や砂防ダムについて学ぶ。 ま た、 三宅島特有の植生について理解す
る 。

学校周辺と 同様、 大路池も 爆裂火口であり 、 伊豆諸島最大の淡水湖が存在す
る 。 そのため、 繁殖のために渡り 鳥など も 多く みら れる 。 極相林と し て、 大型
のス ダジイ やタ ブノ キがある こ と などにも 着目する 。

文献調査・ 個人テーマの検討 興味を 持っ たテーマを 選ぶこ と ができ る 。 文献調査の方法を 習得する 。

富賀浜での観察 安全を 確保し 、 積極的に観察でき る 。 サンゴの生態的意義を 理解する 。

興味を 持っ たテーマを選ぶこ と ができ る 。 文献調査の方法を 習得する 。文献調査・ 個人研究のテーマ設定



科目 三宅島自然研究 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

知・ 思・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

意・ 技

観察レ ポート

知・ 思・ 技

観察レ ポート

知・ 思・ 技

発表原稿の進度

知・ 思・ 技

発表原稿の進度

知・ 技・ 表

発表原稿の進度

知・ 技・ 表

発表原稿の進度

知・ 技・ 表

発表内容

知・ 技・ 表

研究論文の進度

知・ 技・ 表

発表原稿の進度

知・ 技・ 表

研究論文の内容

2

２
月

2

2

2

３
月

2

2研究論文完成 参考文献等も 、 正確に記述する 。

発表原稿作成
分かり やすく 、 説得力のある 発表原稿を 作成する 。 グラ フ、 表、 写真など 適切
な表現方法が選択でき る 。

１
月

2

１
２
月

2

2

2

2

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

2

2個人研究・ データ 整理・ 文献調査 得ら れたデータ の整理ができ る 。 結果を 表示し 、 科学的な考察が行なえる 。

１
１
月

2

2

2

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

個人研究の観察・ データ 収集・ 実験等
観察方法・ 実験方法が計画でき 、 それに基づいて研究が行なえる 。 得ら れた
データ の整理ができ る 。

発表原稿作成
分かり やすく 、 説得力のある 発表原稿を 作成する 。 グラ フ、 表、 写真など 適切
な表現方法が選択でき る 。

研究発表
発表原稿（ ス ラ イ ド ） を も と に、 発表の主旨を理解し 、 落ち着いて発表でき
る 。

個人研究・ データ 整理 得ら れたデータ の整理ができ る 。 結果を 表示し 、 科学的な考察が行なえる 。

発表原稿作成
分かり やすく 、 説得力のある 発表原稿を 作成する 。 グラ フ、 表、 写真など 適切
な表現方法が選択でき る 。

発表原稿作成
分かり やすく 、 説得力のある 発表原稿を 作成する 。 グラ フ、 表、 写真など 適切
な表現方法が選択でき る 。

研究論文作成 科学論文の体裁を学び、 こ れに則っ て論文を 作成する 。

研究論文作成 科学論文の体裁を学び、 こ れに則っ て論文を 作成する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 保健体育 科目： 体育 年間授業計画

教　 　 　 科： 保健体育 科　 　 　 目： 体育 単位数： ３ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 普通科、 家政科

教科担当者：  高松百合香、 池野弘恵

使用教科書：  現代高等保健体育（ 大修館書店）

使用教材  ：  体育用品・ 備品

科目 体育 評価の観点・ 方法
配当
時数

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

・ 自己の体力や運動能力の状態を知り 、 課題を導き 出すこ と ができ る 。

3

4

４
月

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

５
月

1

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

2

7ハンド ボール

現代的なリ ズムのダンス

ス ポーツテス ト

・ 状況に応じ てパス やシュ ート を使い分け、 チームで連携し たプレイ によ って
　 ス ペース に応じ た攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

・ リ ズムの特徴をと ら え、 変化と ま と ま り を付けて、 リ ズムに乗って体幹部を
　 中心に全身で自由に弾んで踊る 。

1

６
月

11水泳
・ 伸びのある 泳ぎで長く 泳いだり 速く 泳いだり でき る 。
・ 速いス タ ート やタ ーンができ る よ う になる 。

ス ポーツテス ト ・ 自己の体力や運動能力の状態を知り 、 課題を導き 出すこ と ができ る 。

７
月

3水泳
・ 伸びのある 泳ぎで長く 泳いだり 速く 泳いだり でき る 。
・ 速いス タ ート やタ ーンができ る よ う になる 。

８
月

2

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

９
月

3

4

2

2

バレーボール
・ ポジショ ンの役割や状況に応じ たコ ンビネーショ ンプレイ によ って、
　 攻防を展開する 。
・ 対戦相手の特徴に応じ た作戦を立てる こ と ができ る 。

タ グラ グビー
・ 多く の仲間がかかわり 、 ボールを失わずに前に運ぶ攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

・ ス ピード を維持し て低く 、 リ ズミ カルにハード ルを走り こ える 。
・ 自分に合ったイ ンタ ーバルを理解し 、 実践でき る 。

ハード ル走

3

１
０
月

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

4タ グラ グビー
・ 多く の仲間がかかわり 、 ボールを失わずに前に運ぶ攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

ハード ル走
・ ス ピード を維持し て低く 、 リ ズミ カルにハード ルを走り こ える 。
・ 自分に合ったイ ンタ ーバルを理解し 、 実践でき る 。

やり 投げ
・ 正し い保持姿勢と 投げ手の操作で投げる こ と ができ る 。
・ 助走で得た勢いを効率よ く やり に伝達でき る 。

指導内容

ハンド ボール

現代的なリ ズムのダンス

の具体的な指導目標

・ 状況に応じ てパス やシュ ート を使い分け、 チームで連携し たプレイ によ って
　 ス ペース に応じ た攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

・ リ ズムの特徴をと ら え、 変化と ま と ま り を付けて、 リ ズムに乗って体幹部を
　 中心に全身で自由に弾んで踊る 。

バレーボール
・ ポジショ ンの役割や状況に応じ たコ ンビネーショ ンプレイ によ って、
　 攻防を展開する 。
・ 対戦相手の特徴に応じ た作戦を立てる こ と ができ る 。



科目 体育 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

２
月

8

１
月

8

１
２
月

1

３
月

4

卓球
・ コ ース や球種を使い分ける ス ト ロ ーク と その予測によ って、 フッ ト ワ ーク を
　 いかし た攻防を展開する 。
・ パート ナーと 連携し 、 相手コ ート の空いた場所に打つこ と ができ る 。

1

1

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

１
１
月

4

4

3

ソ フト ボール
・ 積極的な打撃と 守備の連携プレイ によ って、 攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

テニス
・ パート ナーと 連携し 、 コ ース や球種を打ち分ける ス ト ロ ーク によ って攻防
　 を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

長距離走
・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

ソ フト ボール
・ 積極的な打撃と 守備の連携プレイ によ って、 攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

テニス
・ パート ナーと 連携し 、 コ ース や球種を打ち分ける ス ト ロ ーク によ って攻防
　 を展開する 。
・ 試合方法やルールを工夫し て、 ゲームを開催する 。

長距離走
・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

バレーボール
・ ポジショ ンの役割や状況に応じ たコ ンビネーショ ンプレイ によ って、
　 攻防を展開する 。
・ 対戦相手の特徴に応じ た作戦を立てる こ と ができ る 。

バス ケッ ト ボール
・ チームで連携し たプレイ を使って、 ス ペース に応じ た攻防を展開する 。
・ 対戦相手の特徴に応じ た作戦を立てて攻防を展開する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 保健体育 科目： ス ポーツ 年間授業計画

教　 　 　 科： 保健体育 科　 　 　 目： ス ポーツ 単位数： ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年　 普通科、 家政科

教科担当者：  高松百合香、 池野弘恵

使用教科書：  現代高等保健体育（ 大修館書店）

使用教材  ：  体育用品・ 備品

科目 ス ポーツ 評価の観点・ 方法
配当
時数

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

2

バド ミ ント ン
・ パート ナーと 連携し 、 コ ース や球種を使い分ける ス ト ロ ーク と その予測
　 によ って攻防を 展開する 。
・ 試合方法やルールを 工夫し て、 ゲームを 開催する 。

長距離走
・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

ノ ルディ ッ ク ウ ォ ーキング
・ 手の力を 入れずにグリ ッ プを 軽く 握り 、 遠く を見て背筋を 伸ばし ながら
　 歩く こ と ができ る 。

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

１
月

6

１
２
月

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

３
月

2

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

２
月

6

・ パート ナーと 連携し 、 コ ース や球種を打ち分ける ス ト ロ ーク によ って
　 攻防を展開する 。
・ 試合方法やルールを 工夫し て、 ゲームを 開催する 。

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

2

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

1

4

５
月

6
４
月

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

6テニス

水泳・ シュ ノ ーケル
・ マス ク 、 シュ ノ ーケル、 フィ ンを 用いる こ と で、 体を 水に浮かせる 感覚や、
　 息継ぎのタ イ ミ ングなど を習得する 。

７
月

６
月

7

８
月

・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

長距離走

９
月

4

1

１
０
月

2

空手
・ 的確な部位の攻防と 、 関連する 基本動作をでき る よ う にする 。
・ 基本と なる 技の習熟を高め、 力を 込めて施すこ と ができ る よ う になる 。

セパタ ク ロ ー
・ 多様なレ ク リ エーショ ン･ス ポーツ 種目への挑戦と 体験を通し てルール、
　 技術、 運営方法を学習する ｡

セパタ ク ロ ー
・ 多様なレ ク リ エーショ ン･ス ポーツ 種目への挑戦と 体験を通し てルール、
　 技術、 運営方法を学習する ｡

長距離走
・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

関・ 思
ワ ーク シート
知・ 技
実技テス ト

１
１
月

5

2

3

指導内容

マッ ト 運動

の具体的な指導目標

・ 条件を変えた技や発展技を、 なめら かにでき る よ う にする 。
・ 技の組み合わせの流れや技の静止に着目し て技を つなぎ、 演技でき る
　 よ う にする 。

バド ミ ント ン
・ パート ナーと 連携し 、 コ ース や球種を使い分ける ス ト ロ ーク と その予測
　 によ って攻防を 展開する 。
・ 試合方法やルールを 工夫し て、 ゲームを 開催する 。

長距離走
・ 目標タ イ ムに応じ たペース で走る 。
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。

体つく り 運動（ ヨ ガ）
・ 体を 動かす楽し さ や心地よ さ を味わい、 健康の保持増進や体力の向上を
　 図る 。

ト レ イ ルラ ンニング
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。
・ 足場の状況や起伏の変化を理解し ながら 走る こ と ができ る 。

ト レ イ ルラ ンニング
・ 力みのないリ ズミ カルなフォ ームで走る 。
・ 足場の状況や起伏の変化を理解し ながら 走る こ と ができ る 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 芸術( 美術) 科目： 美術Ⅲ 年間授業計画

教　 　 　 科： 芸術( 美術) 科　 　 　 目： 美術Ⅲ 単位数： 2単位

対象学年組：  第3学年K組　

教科担当者： 岡田　 絢香

使用教科書： （ 　 高校生の美術３ （ 日本文教出版） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 アク リ ル絵の具、 粘土、 版画用品等　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 美術Ⅲ 評価の観点・ 方法
配当
時数

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

２
月

6

１
月

6

１
２
月

３
月

4関、 発、 技
プリ ント 、 作品

・ コ マ撮り 動画の制作 ・ ピク シレ ーショ ン（ コ マ撮り ） と いう 手法を用いて２ 分程度の映像作品をグ
ループで制作する 。

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

4関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

8・ 文化祭のポス タ ーデザイ ン ・ 色、 形体、 構図、 構成美を意識し て文化祭のポス タ ーを作成する

2

2

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

2

４
月

4

６
月

4・ 文化祭のポス タ ーデザイ ン ・ 色、 形体、 構図、 構成美を意識し て文化祭のポス タ ーを作成する

・ だま し 絵 ・ 明暗表現、 錯視効果を利用し てだま し 絵の共同制作を行う 。

５
月

７
月

4・ だま し 絵 ・ 明暗表現、 錯視効果を利用し てだま し 絵の共同制作を行う 。

８
月

９
月

8

8

・ 使いやすさ を考えたマグのデザイ ン ・ 「 持つ」 「 飲む」 「 握る 」 などの動作にかなう 工夫を考え、 目的に応じ た使
いやすさ をデザイ ンする 。
・ 考案し たデザイ ンをも と に陶芸でマグを制作する 。

１
０
月

１
１
月

8・ コ マ撮り 動画の制作 ・ ピク シレ ーショ ン（ コ マ撮り ） と いう 手法を用いて２ 分程度の映像作品をグ
ループで制作する 。

指導内容

・ オリ エンテーショ ン
・ 色の三要素
・ 配色効果

・ 配色効果
・ 構図

・ 文化祭のポス タ ーデザイ ン

の具体的な指導目標

・ 1年間の流れを確認する 。
・ 色の基本的な知識、 活用方法を理解する

・ 点、 線、 面など形体を構成する 要素と 表現効果について知る
・ 画面全体のバラ ンス を考え立体感や奥行き 、 明暗を表現する
・ バラ ンス 、 ハーモニー、 リ ズムなど構成美の要素について知り 表現に活用す
る
・ テーマに沿って色や形の組み合わせを考え画面を構成する
・ 色、 形体、 構図、 構成美を意識し て文化祭のポス タ ーを作成する

・ 使いやすさ を考えたマグのデザイ ン ・ 「 持つ」 「 飲む」 「 握る 」 などの動作にかなう 工夫を考え、 目的に応じ た使
いやすさ をデザイ ンする 。
・ 考案し たデザイ ンをも と に陶芸でマグを制作する 。

・ コ マ撮り 動画の制作 ・ ピク シレ ーショ ン（ コ マ撮り ） と いう 手法を用いて２ 分程度の映像作品をグ
ループで制作する 。

・ コ マ撮り 動画の制作 ・ ピク シレ ーショ ン（ コ マ撮り ） と いう 手法を用いて２ 分程度の映像作品をグ
ループで制作する 。

・ コ マ撮り 動画の制作 ・ ピク シレ ーショ ン（ コ マ撮り ） と いう 手法を用いて２ 分程度の映像作品をグ
ループで制作する 。



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 芸術( 美術) 科目： 絵画 年間授業計画

教　 　 　 科： 芸術( 美術) 科　 　 　 目： 絵画 単位数： 　 2単位

対象学年組：  第3学年F組　

教科担当者： 岡田　 絢香

使用教科書： （ 　 　 　 なし 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 　 各種絵の具等　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 絵画 評価の観点・ 方法
配当
時数

・ 自由制作 ・ 主体的に主題を生成し 、 構成を練る こ と ができ る 。
・ 目的に沿って表現を工夫し ながら 制作でき る 。

・ 自由制作 ・ 主体的に主題を生成し 、 構成を練る こ と ができ る 。
・ 目的に沿って表現を工夫し ながら 制作でき る 。

・ 静物画( グリ ザイ ユ技法） ・ 画面の奥行や広がり を意識し て構図を練る こ と ができ る 。
・ グリ ザイ ユ技法について知り 、 制作に活用する 。

・ 自由制作 ・ 主体的に主題を生成し 、 構成を練る こ と ができ る 。
・ 目的に沿って表現を工夫し ながら 制作でき る 。

指導内容

・ オリ エンテーショ ン
・ 色の三要素
・ 配色効果

・ 配色効果
・ 構図

・ 鑑賞　 パブロ ・ ピ カソ

の具体的な指導目標

・ 1年間の流れを確認する 。
・ 色の基本的な知識、 活用方法を理解する

・ 点、 線、 面など形体を構成する 要素と 表現効果について知る
・ 画面全体のバラ ンス を考え立体感や奥行き 、 明暗を表現する
・ バラ ンス 、 ハーモニー、 リ ズムなど構成美の要素について知り 表現に活用す
る
・ テーマに沿って色や形の組み合わせを考え画面を構成する

・ ピカソ の生涯、 作品から 作者の意図を読み取る こ と ができ る 。
・ 絵画における 基礎基本の重要性や、 探求心の価値を理解でき る 。

１
１
月

6

4

・ 日本画×コ ミ ッ ク ・ 近年の漫画表現と 日本の伝統的な芸術のつながり について知る 。
・ 伝統技法、 道具を用いて現代の漫画表現に挑戦する 。

・ 自由制作 ・ 主体的に主題を生成し 、 構成を練る こ と ができ る 。
・ 目的に沿って表現を工夫し ながら 制作でき る 。

１
０
月

6・ 日本画×コ ミ ッ ク ・ 近年の漫画表現と 日本の伝統的な芸術のつながり について知る 。
・ 伝統技法、 道具を用いて現代の漫画表現に挑戦する 。

９
月

6

2

・ 静物画( グリ ザイ ユ技法） ・ 画面の奥行や広がり を意識し て構図を練る こ と ができ る 。
・ グリ ザイ ユ技法について知り 、 制作に活用する 。

８
月

７
月

4・ 静物画( グリ ザイ ユ技法） ・ 画面の奥行や広がり を意識し て構図を練る こ と ができ る 。
・ グリ ザイ ユ技法について知り 、 制作に活用する 。

６
月

8・ 白で描く ・ 立体表現の基礎的な技法について知る 。
・ 形の捉え方、 明暗の関係、 描写の密度の3点を意識し て制作する 。

2

2

関・ 発
観察、 ワ ーク シート

2

４
月

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

５
月 4

4・ 立体表現　 基礎

・ 白で描く

・ 立体表現の基礎的な技法について知る 。
・ 形の捉え方、 明暗の関係、 描写の密度の3点を意識し て制作する 。

・ 立体表現の基礎的な技法について知る 。
・ 形の捉え方、 明暗の関係、 描写の密度の3点を意識し て制作する 。

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

2関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関・ 発
観察、 ワ ーク シート

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

・ 自由制作 ・ 主体的に主題を生成し 、 構成を練る こ と ができ る 。
・ 目的に沿って表現を工夫し ながら 制作でき る 。

３
月

6関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

２
月

6

１
月

6

1
2
月



年間授業計画

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 芸術( 美術) 科目： ク ラ フ ト 年間授業計画

教　 　 　 科： 芸術( 美術) 科　 　 　 目： ク ラ フ ト 単位数： 2単位

対象学年組：  第3学年F組

教科担当者： 岡田　 絢香

使用教科書： （ 　 　 なし 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ 　 　 陶芸用土など 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 ク ラ フト 評価の観点・ 方法
配当
時数

・ 工芸作家の技法を学ぶ ・ 工芸作家がどのよ う にし て作品制作をし ている かを学ぶ
・ 日本における 工芸作品を学ぶ

・ 工芸作家の技法を学ぶ ・ 工芸作家がどのよ う にし て作品制作をし ている かを学ぶ
・ 日本における 工芸作品を学ぶ

指導内容

・ オリ エンテーショ ン

・ 陶芸（ ひも 作り /たたら 作り ）

の具体的な指導目標

・ 1年の流れを確認する
・ 身の回り にある も ののデザイ ンについて考える

・ ひも 作り /たたら 作り の特性を生かし た作品制作を行う

１
１
月

8・ 木のス プーン
・ マグのデザイ ン

・ 材料の特性を理解し 制作する
・ テーマに適し た形体、 色彩を構想し 表現する

１
０
月

・ 木のス プーン
・ マグのデザイ ン

・ 材料の特性を理解し 制作する
・ テーマに適し た形体、 色彩を構想し 表現する

９
月

8

8

・ 木のス プーン
・ マグのデザイ ン

・ 材料の特性を理解し 制作する
・ テーマに適し た形体、 色彩を構想し 表現する

８
月

７
月

4・ 陶芸（ 自由制作） ・ 二度目の素焼き を行う
・ 釉薬を理解し 制作する
・ 本焼き 一度目を行う

2

６
月

6・ 陶芸（ 自由制作） ・ テーマやモチーフ・ 使う 場所など、 目的と 機能について考えデザイ ンを構想
する

・ 陶芸（ 自由制作） ・ 乾燥さ せて一度目の素焼き をする

４
月

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

５
月 4

4・ 陶芸（ 電動ろく ろ）

・ 陶芸（ 自由制作）

・ 電動ろく ろの特性を生かし た作品制作を行う

・ テーマやモチーフ・ 使う 場所など、 目的と 機能について考えデザイ ンを構想
する

関、 発
プリ ント

・ 木のス プーン
・ マグのデザイ ン

・ 材料の特性を理解し 制作する
・ テーマに適し た形体、 色彩を構想し 表現する

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

4関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

6

2

・ 工芸作家の技法を学ぶ ・ 工芸作家がどのよ う にし て作品制作をし ている かを学ぶ
・ 日本における 工芸作品を学ぶ

３
月

4関、 発
プリ ント

関、 発
プリ ント

関、 発、 技
プリ ント 、 作品

２
月

4

１
月

6

１
２
月



年間授業計画様式

三宅高等学校 令和５ 年度 教科： 芸術 科目： 音楽Ⅰ 年間授業計画

教　 　 　 科： 芸術 科　 　 　 目： 音楽Ⅰ 単位数： 　 ２ 単位

対象学年組：  第３ 学年F組　

教科担当者： 中島　 美音

使用教科書： （ MOUSA　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使用教材  ： （ MUSI C NOTE、 ワ ーク シート 、 I CT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

科目 音楽Ⅰ 評価の観点・ 方法
配当
時数

4

8

8

6

4

2

指導内容

オリ エンテーショ ン

楽典
【 音名、 リ ズム】

ソ ルフェ ージュ

文化祭に向けて

の具体的な指導目標

1年の流れを理解さ せる

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

①視唱およ び聴音に関する 知識や技能を身につけさ せる
②音楽を形づく っている 要素の働き やその効果などに関する 思考力、 判断力、
表現力をつけさ せる
③音楽性豊かな表現をする ための基礎と なる 学習を大切にさ せる演奏し たい曲を選曲さ せる

１
０
月

三味線 ①器楽表現に関する 知識や技能を得たり 生かし たり し ながら 、 自己のイ メ ージ
をも って器楽表現を創意工夫さ せる
②曲想と 音楽の構造や文化的・ 歴史的背景と の関わり を理解さ せる 。 ま た、 曲
想と 楽器の音色や奏法と の関わり を理解さ せる
③曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方を理解さ せる

楽典【 音程】 音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

９
月

文化祭に向けて 選曲し た曲の練習をさ せる

三味線 ①器楽表現に関する 知識や技能を得たり 生かし たり し ながら 、 自己のイ メ ージ
をも って器楽表現を創意工夫さ せる
②曲想と 音楽の構造や文化的・ 歴史的背景と の関わり を理解さ せる 。 ま た、 曲
想と 楽器の音色や奏法と の関わり を理解さ せる
③曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方を理解さ せる

８
月

７
月

楽典
【 反復記号、 音符と 休符】

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

文化祭に向けて 選曲し た曲の練習をさ せる

６
月

選曲し た曲の練習をさ せる文化祭に向けて

楽典
【 反復記号、 音符と 休符】

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

文化祭に向けて 選曲し た曲の練習をさ せる

５
月

４
月

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

態度

ワ ーク シート 、 態度

楽典
【 音名、 リ ズム】

ソ ルフェ ージュ

歌唱『 ' O sol e mi o』

音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

①視唱およ び聴音に関する 知識や技能を身につけさ せる
②音楽を形づく っている 要素の働き やその効果などに関する 思考力、 判断力、
表現力をつけさ せる
③音楽性豊かな表現をする ための基礎と なる 学習を大切にさ せる

①歌唱表現に関する 知識や技能を得たり 生かし たり し ながら 、 自己のイ メ ージ
をも って歌唱表現を創意工夫さ せる
②曲想と 音楽の構造や歌詞、 文化的・ 歴史的背景と の関わり を理解さ せる 。 ま
た、 言葉の特性と 曲種に応じ た発声と の関わり を理解さ せる
③曲にふさ わし い発声、 言葉の発音、 身体の使い方を理解さ せる

プリ ント

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

ワ ーク シート 、 態度

態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度



科目 音楽Ⅰ 評価の観点・ 方法
配当
時数

指導内容 の具体的な指導目標

8

2

4

モーツァ ルト について ①鑑賞に関する 知識を得たり 生かし たり し ながら 曲や演奏に対する 評価と その
根拠について考え、 音楽のよ さ や美し さ を自ら 味わって聴かせる
②音楽の特徴と 文化的・ 歴史的背景、 他の芸術と の関わり を理解さ せる

ワ ーク シート 、 態度

楽典【 和音、 コ ード ネーム】 音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

創作 ①創作表現に関わる 知識や技能を得たり 生かし たり し ながら 、 自己のイ メ ージ
をも って創作表現を創意工夫さ せる
②音素材、 音を連ねたり 重ねたり し た時の響き 、 音階や音型などの特徴及び構
成上の特徴について、 表し たいイ メ ージと 関わら せて理解さ せる
③創意工夫を生かし た創作表現をする ために必要な、 音楽を形づく っている 要
素の働き を変化さ せ、 変奏や編曲をする 技能を身につけさ せる

映画『 アマデウ ス 』 鑑賞 鑑賞に関する 知識を得たり 生かし たり し ながら 曲や演奏に対する 評価と その根
拠について考え、 音楽のよ さ や美し さ を自ら 味わって聴かせる

楽典【 音程、 音階と 調】 音楽に関する 基礎的な理論について理解さ せる

三味線 ①器楽表現に関する 知識や技能を得たり 生かし たり し ながら 、 自己のイ メ ージ
をも って器楽表現を創意工夫さ せる
②曲想と 音楽の構造や文化的・ 歴史的背景と の関わり を理解さ せる 。 ま た、 曲
想と 楽器の音色や奏法と の関わり を理解さ せる
③曲にふさ わし い奏法、 身体の使い方を理解さ せる

音楽を織り なすさ ま ざま な要素 鑑賞に関する 知識を得たり 生かし たり し ながら 曲や演奏に対する 評価と その根
拠について考え、 音楽のよ さ や美し さ を自ら 味わって聴かせる

ワ ーク シート 、 態度

ピアノ 鑑賞 鑑賞に関する 知識を得たり 生かし たり し ながら 曲や演奏に対する 評価と その根
拠について考え、 音楽のよ さ や美し さ を自ら 味わって聴かせる

映画『 アマデウ ス 』 鑑賞 鑑賞に関する 知識を得たり 生かし たり し ながら 曲や演奏に対する 評価と その根
拠について考え、 音楽のよ さ や美し さ を自ら 味わって聴かせる

月
ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

３
月

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度

ワ ーク シート 、 態度

ワ ーク シート 、 態度

２
月

１
月

１
２
月

ワ ーク シート 、 MUSI C NOTE、
態度
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